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絶対者の公式

Harmonismの基本哲学の一部。参照: 絶対者、虚無、宇宙、調和実在論、主義の景観、創造の反復的パターン。




表記法

0 + 1 = ∞

三つの記号と二つの演算子。数学的な意味での方程式ではなく、存在論的圧縮である。この公式は調和実在論の形而上学的建築全体を最も濃縮された形で暗号化している。虚無(0)と宇宙(1)が本質的な統一(+)の中に保持され、である 絶対者(∞)。以下がその展開である。





なぜこれらの記号か

これらの記号は恣意的ではない。最も深い可能なカテゴリーのための最も単純な可能な表記法である。公式が数学の権威を借りようとしているからではなく、カテゴリー自体が単純だからこそ選ばれたのである。各記号は、それ以上の分解に抵抗する存在論的現実に対応している。

ゼロは虚無の自然な記号である。虚無が無であるからではなく、ゼロは数直線の生成的根拠である。それなしでは、カウント、算術、構造は存在しない。数全体の建築はゼロが位置、根拠、孕みに満ちたプレースホルダーとして存在することに依存している。虚無は現実そのものに関してまさに同じ存在論的位置を占める。それは前存在論的根拠である。存在に先立ち、非存在に先立ち、存在の諸カテゴリーに先立ちながら、あらゆる顕現が生じる源である。ゼロは孕みに満ちた沈黙である。

1は宇宙の自然な記号である。存在する最初のもの。1は根源的決定を示す。不決定性から、何かへ。宇宙は計数としての1ではなく、存在論的出来事としての1である。純粋な可能性から現実性へ、沈黙から音へ、非顕現から顕現へ。顕現は神的表現である。エネルギー場は無限の構造において、Logosにより秩序付けられ、生命と知性に満ちている。1は存在の最初の行為である。

無限大は絶対者の自然な記号であり、三つの中で最も哲学的に負荷がかかったものである。絶対者は非常に大きな数ではない。有限なもの全ての合計ではない。あるもの全てとないもの全てを包括し、両者を超越する神秘性を包含する全体である。無限大の記号(∞)は有限の記述では捉えられないものを捉えている。絶対者は無尽蔵であり、限界がなく、完全である。虚無の無限の可能性と宇宙の無限の表現の両方を含み、二つは絶対者の中で空間を競わない。無限大は空虚さと充満を同時に矛盾なく保持するのに十分な容量がある。





なぜ加法か

+は公式の中で最も重要な演算子であり、最も誤読されやすい。虚無と宇宙がかつて別々であり、その後組み合わされたことを意味していない。まるで誰かが水を粉に加えて現実を生成したかのように。ここに時系列はない。虚無が最初に存在し、その後宇宙が現れ、次に一緒に絶対者になったわけではない。公式は起源の物語ではなく、あるものの永遠の構造を記述している。

+は本質的な共起を意味する。絶対者は虚無だけでも、宇宙だけでもなく、その分離不可能な統一である。どちらかの極を取り除くと、絶対者は縮小しない。理解不可能になる。純粋に虚無だけの現実は表現のない純粋な不決定性である。超越が絶対的すぎて非存在と区別がつかない。純粋に宇宙だけの現実は根拠のない純粋な顕現である。その成り立ちを説明できない内在である。絶対者は両者を必要とする。音楽の音符が振動とその間の沈黙の両方を必要として音として存在するように。

これが公式が乗法、接続法、または他の演算子ではなく加法を使う理由である。加法は各項の同一性を保存する。0は0のままであり、1は1のままである。それらは融合しない、溶解しない、相殺しない。虚無はその超越としての性質を保持する。前存在論的、前経験的、存在のカテゴリーを超えて。宇宙はその内在としての性質を保持する。構造化された、生きた、知覚可能な、Logos により統治される。それらを単一の絶対者の側面にするものは、それらの本質が混ざることではなく、現実自体の構造がそれらの統一であるという事実である。+は項に対して実行される動詞ではなく、項が既に、常に、本質的に一緒であるという構造的事実である。





なぜ等号か

=記号も同等に正確である。それは算術的等式を主張していない(ここで0+1=1、学童が知っているように)。それは存在論的同一性を主張している。この構造(虚無と宇宙の統一)はである 絶対者、である 無限である。=記号は言う。これら三つは立場の関係に立つ別々のものではない。それらは一つの現実が三つの視点から記述されたものである。絶対者を超越の極から見れば、虚無が見える。内在の極から見れば、宇宙が見える。全体を見れば、無限が見える。公式は無限に加算されない。それは内側から無限を名付ける。

これが限定不二論を全ての競争相手から区別する動きである。厳密な不二論は0 = ∞と書くだろう。虚無だけが絶対者であり、宇宙は現象である。厳密な唯物論は1 = ∞と書くだろう。宇宙だけが絶対者であり、超越は幻想である。二元論は0 ≠ 1と書くだろう。二つの原理は根本的に対立しており、=記号はそれらを橋渡しできない。調和主義は0 + 1 = ∞と書く。二つは真に異なっている(0は1ではない)、真に統一されている(それらの結合は一つの現実である)、そして彼らの統一は妥協ではなく充実である。無限である。





常住的な収束


詳細な論考: 絶対者への収束 — 同じ三元的構造に到達した独立した伝統。完全な引用と発散分析を伴う。



公式は調和主義自身の表記法であるが、それが暗号化するものは調和主義の発明ではない。形而上学的な問い合わせの最深層に到達した全ての文明は、同じ三元的建築に到達した。異なる名前で、異なる方法を通じて、異なる強調により、しかし同じ構造に収束している。収束は文化的偶然ではない。それは形而上学的現実が十分に深く見える誰にでも自己を開示することの署名である。

虚無は名前を述べる。仏教の伝統における Śūnyatā、道教の伝統における言葉にできない道、カバラにおける Ain Soph、マイスター・エックハルトとライン地域の神秘家における否定的な神超越、ヴェーダンタ伝統における Nirguna Brahman。質的特性を持たない純粋な存在、あらゆる決定に先立つ。宇宙はそれ自身を述べる。Saguna Brahman、道から生まれた万物、Ain Soph Aur から出現する Sefirot、ギリシャ教会教父のktisis、存在の神聖な性質を認識した全ての伝統における顕現する神的。そして彼らの間の同一性(=記号)とは、五つの地図の全域の瞑想者が実践の最高の登録所で経験するものである。空虚さと形は二つではなく、超越と内在は共起し、絶対者は世界の否定でもなく世界の自給自足でもなく、その根本的な統一である。

ヘーゲルは純粋な弁証法的推論を通じて同じ構造に到達した。論理学の科学は純粋な存在(決定のない存在)が無と区別がつかないという認識で始まる。それらの差異におけるその同一性は成為を生じさせ、成為からの全体的な概念の建築は展開される。存在 ≈ 1、無 ≈ 0、そしてそれらの弁証法的統一は自己を説明する全体を生じさせる。ヘーゲルはそれを絶対的概念と呼ぶ。公式0 + 1 = ∞はヘーゲルの開始の動きとその無限の結果を五つの記号に圧縮する。ヘーゲルはその圧縮が弁証法の過程的、自己媒介的性質を失うと異議を唱えるだろう。そして異議には力がある。公式は思考の置き換えではない。それはヤントラである。思考を通じて再進入を招く形式で生きた洞察を暗号化する瞑想的圧縮である。

道徳経は同じ構造を宇宙論として語る。「道は1を生じ、1は2を生じ、2は3を生じ、3は万物を生じさせる」。名付けられない根拠(0)と最初の決定(1)は尽きない多様性を生じさせる(∞)。カバラはそれを建築的精密さでマッピングする。Ain(無)→ Ain Soph(限界のない無)→ Ain Soph Aur(限界のない光)→ 10 の Sefirot と創造のすべて。絶対的否定から最初の決定を通じて無限の表現へと進むこと。心経はそれを一行に結晶化させる。「形は空虚さであり、空虚さは形である」。rūpa(1)とśūnyatā(0)は二つではなく、それらの非二元性が縁起のすべてである(∞)。

これらはアナロジーではない。それらは同じ領土の独立した地図である。公式は座標である。





公式が解決するもの

正しく読まれた公式は、単に対処するだけでなく、形而上学史の最も深い問題のいくつかを溶解させる。

虚無からの創造対流出。絶対者が本質的に虚無と宇宙の両方である場合、顕現する世界は「無から」来ない(中世神学を恥ずかしめた論理的スキャンダル)。また、それ自体の起源が問われない既存の満ちた存在から流れない。虚無は宇宙が出現した先在する状態ではない。それらは単一の現実の共永遠の極である。創造は一度起こった出来事ではない。それは絶対者がそれ自体を表現する永遠の構造である。

一と多。統一はいかにして多様性を生じさせるのか。断裂することなく。公式は答える。統一は正に不決定性と決定性の結合であり、その結合は本来的に生成的である。多様性は統一からの堕落ではない。それは統一の本質的な表現である。∞は0と1にもかかわらず現れるのではなく、それらのために現れる。一の深さは正に、それが支える多の豊さによって測られる。

実無限の問題。アリストテレス以来の西洋哲学は実無限(無限プロセスとしてではなく、一度にすべて存在する無限)の概念に苦しんだ。公式は無限を数えるべき量ではなく、構造的帰結にする。虚無と宇宙の共本質的である必然的かつ直接的な結果。絶対者は非常に大きいからではなく、その構造(永遠の統一における超越と内在)が境界を認めないから無限である。すべての境界はそれを超えるものを前提とするだろう、そしてその超えるものは既に絶対者に含まれている。

顕現する世界の現実性。強い不二論は、その瞑想的権威のすべてにもかかわらず、顕現する世界に真の存在論的重さを与えるのに苦しむ。絶対者が虚無だけであるならば、宇宙はmāyāである。見かけ、夢、幻想。倫理は溶解する(夢で何故行為するのか?)。生態学は溶解する(幻想を何故保護するのか?)。具体化された実践は溶解する(本当でない身体を何故精錬するのか?)。公式は宇宙を完全な存在論的尊厳に復帰させる。1は∞の本質的である。縮小された反映ではなく。世界は幻想ではない。それは絶対者自身の本質の一つの極である。神的表現、エネルギー場、Logosの生きた知性が顕現したもの。世界を却下することは無限を切断することである。





ヤントラとしての公式

公式は検証されるべき命題ではない。論理実証主義的な意味での真理主張ではない。実験により試験することはできず、そうしようとしていない。それはインド伝統がヤントラと呼ぶものに機能においてより近い。形而上学的洞察の幾何学的圧縮であり、単に読まれるのではなく瞑想されるように設計されている。神聖な音節Oṃ(AUM)は同じ登録に作用する。三つの音韻(A-U-M)が覚醒、夢見、深い睡眠を暗号化し、それらの融合が第四の状態(turīya)を暗号化し、三つすべてを超越し含む。公式0 + 1 = ∞は絶対者のヤントラである。調和主義の全体的な形而上学的建築を生じさせる洞察の視覚的圧縮。

これが公式が開始者には自明に見え、未開始者には謎めいて見える理由である。足場なしに。記号が何を指し、演算子が何をするかの理解なしに。算術フレームが最初に起動し、表記法は誤りまたは神秘化として読まれる。足場があれば、公式は透明になる。もちろん現実は不決定性と決定性の統一である。もちろんその統一は無限である。もちろん絶対者は一つの極でもなく、他方でもなく、その分離不可能な共起である。公式は五つの記号で散文で述べるのに多くの段落を要するものを言う。圧縮自体が意味を保有する。絶対者はそれほど単純で、統一されており、直接的である。複雑さは、その複雑さではなく、私たちのものである。





トロイダルな読み

創造の反復的パターンはトロイダル宇宙論のレンズを通じた公式の物理的読みを発展させる。虚無(0)と宇宙(1)は究極のトーラスの二つの極として。超越が内在に流れ、内在が超越に戻り、そしてそれらの動的統一が絶対者(∞)を構成する。+は流れ自体となり、=はトーラスが二つの終点ではなく単一の構造であるという認識となる。神聖な幾何学の二重トーラスとして構造化された魂はこの同じ動的性の反復形式である。すべての人間の幾何学において小さく書かれた公式。

これは物理学に課された隠喩ではない。それは調和実在論が瞑想的見地から明示するもの、および Haramein の量子重力言語で時空数学から到達するホロフラクタル宇宙のモデルの収束である。真空は潜在的に無限に密で、構造的には瞑想伝統が虚無として遭遇するものと同じである。それは量子重力の言語で Haramein が記述し、調和主義が0から1への通路として記述する地平を通じて局在化された顕現に画面化する。全体的な情報内容は、ホログラフィック的にあらゆる点に存在し、∞である。公式は最も圧縮されたスケールで読まれた現実の座標である。





公式が言わないもの

公式は虚無が不在であることを言わない。ゼロは不在ではなく、生成的根拠である。

公式は宇宙が特異或いは単純であることを言わない。1は計数ではなく、顕現の存在論的出来事であり、その内の形式、構造、生命の無限の多様性を含む。

公式は絶対者が無と何かの算術的合計であることを言わない。演算子は数学とは異なる文法に属する。+は加法ではなく共起である。=は数値的等式ではなく存在論的同一性である。

公式は哲学が表記法に還元可能であることを言わない。圧縮は瞑想に奉仕する。それは瞑想が必要とする思考を置き換えない。公式に遭遇することは結論ではなく招待である。



絶対者は私たちの公式を必要としない。しかし、見と言、経験と言語化の距離を航行しなければならない私たちは、全体を保有しながらそれを裏切らない圧縮を必要とする。0 + 1 = ∞はそのような圧縮である。最も単純な可能な符号化。最も深い可能な認識。現実は自身の超越と自身の表現の統一であり、その統一は無限である。



参照: 絶対者、虚無、宇宙、調和実在論、主義の景観、創造の反復的パターン、絶対者への収束、限定不二論
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